
 

 

 

 

 

☆今年もどうぞよろしくお願いいたします☆ 

令和３年もコロナ禍による「新しい生活様式」での日々でしたが、そんな中でも、保護者

の皆様、地域の皆様にご理解とご協力を得て、児童の学習や様々な体験活動が実施できまし

たことに心より感謝申し上げます。12 月には新型コロナウイルスの感染状況が落ちつき、

６年生は予定していたとおり１泊２日で長崎への修学旅行を実施することができました。 

令和４年も引き続き、新しい生活様式の中ではありますが、子どもたちの成長を見守り、

応援していただきますようお願いいたします。 

「新型コロナウイルス感染症防止対策」 今一度、気を引き締めて！ 

１月に入り、急激に感染拡大が見られ、熊本県も全ての市町村で「まん延防止等重点措置」

が適用されました。（１月２１日～２月１３日）。これに伴い、学校生活でも、次の内容に留

意しながら、最大限の感染防止対策を行い、教育活動を行ってまいります。各ご家庭でも引

き続きご協力よろしくお願いいたします。 

□毎日の健康観察（家庭での検温） □手洗い・うがいの徹底  

□登校後朝の検温、給食前の検温の徹底 □こまめな消毒  

□室内の常時換気 □給食は黙食 □歯磨き中は話さない 

□三密（密閉・密集・密接）を避ける ※間隔をしっかりあける  

□給水やトイレ等休み時間においても密にならないようにする 

□通学バス（タクシー）の中は無言で乗車し、決められた座席で 

□あいさつは、時、場合、場所を考えて（会釈等もあり得る）  

□マスクを外している時には話をしない □授業中の対面や班活動は当面しない 

□運動時以外はマスクを着用する（鼻からあごまでただしい着用を推進しています） 

※不織布マスクが効果的とされています。できる限りご協力をお願いします。 

できれば、替えのマスクを２～３枚ビニール等に入れて、ランドセルに入れて持たせて

いただくと助かります。（ぬれたり落として汚れたりすることがあるため）。 
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ゆめーる・かほく【小学校版】 

★新型コロナウイルス感染症に伴う出欠の取扱い等について★ 

感染拡大を防止するため、児童本人に発熱、風邪症状、倦怠感、息苦しさ、味覚・嗅覚障がい等

の症状がある場合や、同居家族に発熱等の風邪症状が見られる場合は「出席停止」とし、登校を控

えていただいております。やむを得ず出席停止や自宅待機となった場合は、授業の ZOOM配信の準備

をしております。児童本人や同居家族の皆さんが感染したり、濃厚接触者になったり、PCR 検査を

受けることになった場合は、直ちに学校までご連絡ください。 

誰しもが感染する可能性があります。感染者やそのご家族を誹謗中傷するようなことのないよう、

皆様のご理解とご協力をお願いいたします 



 

★ 給食に感謝 ～給食週間～ ★ 

１月２４日は、給食記念日です。1月 21日（金）

には、リモートによる全校集会で代表の児童が調理

の先生方に寄せ書きを渡しました。健康委員会の児

童からのインタビューでは、調理員さんが給食を作

る時に気をつけていること、おすすめの給食、今年頑

張りたいことなどを聞くことができました。調理員

さんの面白いところ、意外な一面を知ることができ、

画面越しでしたが、楽しい時間になりました。 

いつも安心安全でおいしい給食をつくってくださる調理員の先生方、食に興味を持つよう

に様々な情報を発信してくれる栄養教諭の星子知美先生、子どもたちが喜んで給食を食べる

ことができるようにと様々な工夫をしてくださってありがとうございます。 

☆お茶の贈呈がありました☆ ありがとうございます ☆ 

２０日（木）、熊本県日本茶インストラクター協会山鹿支部代表の小

山玲治氏（小山製茶）が来校され、お茶の贈呈がありました。 

同協会は日本茶の普及活動を行っておられる団体で、インストラク

ターの認定を受けた方が３５人、そのうちの一人が小山氏です。新型コ

ロナウイルス感染症、インフルエンザなどの感染症予防のため、子ども

達に日本茶を飲んでほしいとの願いで、今回の贈呈となったそうです。 

新型コロナウイルス感染症は終息の気配を見せず、今後の感染拡大

が懸念されます。また、インフルエンザの流行時期を迎えています。いただいたお茶を飲む

ことで、感染症を予防していきたいと思います。熊本県日本茶インストラクター協会の皆様、

ありがとうございました。 

 

 

山鹿市教育大綱とは、本市の教育、学術及び文化等の振興に関する施策 

の基本的な方針を示すもので、市長と教育委員会から構成される総合教 

育会議で協議・調整され、施策の根本となる方針を大綱として位置づけ 

策定されるものです。 

【基本理念】 古人（いにしへ）に学び つながり 支えあう 

           ″ふるさと山鹿の創造″ 

【基本方針】  

ひと輝く （受け継がれてきた、かけがえのない「命」を輝かせる教育を目指します。） 

きずな結ぶ（学びを支え、学びを軸につながりを広げる生涯学習の向上を目指します。） 

みらい彩る（広い視野を持って、主体的に行動する人材の育成を目指します。） 


